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新年号 　　「ききょう」の由来

創業者が愛した京都府福知山市は、冷泉を利用して地元に開放するお風
呂を作り、当法人として老人施設を初めて開設した地。その福知山市の花
である「桔梗」から名づけられました。「ききょう」の花言葉は「変わらぬ愛」
「誠実」「感謝」「気品」。
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〔法　人　理　念〕

〔サービス目標〕

〔老人施設経営方針〕

〔愛育園経営方針〕

１. 個人の尊厳を旨として、その人にふさわしい最善のサービスの提供に努める。
２. 地域に開かれ、愛され、地域福祉の拠点となる施設経営を目指す。
３. 専門的知識、技術の研鑽に努め、誇れる施設を目指す。

１. オンリーワンとナンバーワンを目指す。
２. オンリーワンとはその施設にしかない特色の創造であり、ナンバーワンとは
　 ご利用者の処遇の満足度を高めるため、常時積極的な取り組みをすることである。

１. 安らぎのある生活と環境を提供し、生きる喜びを創造する。
２. 介護機能の多様化を図り、ご利用者に対し、総合的なサービスの提供をする。
３. 地域の一員として、地域福祉の活性化に貢献し、超高齢社会のセーフティーネット
　  の機能を発揮する。

１. 新しい時代に生きる力の基礎を培う。
２. 女性の社会参加の支援に貢献する。
３. 地域子育て支援を積極的に行い、子どもの成長を喜ぶ社会の実現に寄与する。

QRコードで簡単アクセス！
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大阪府社協から優良施設表彰
　平成30年度大阪府社会福祉大会が大阪国際交流セン
ターで開かれ、認定こども園正雀愛育園が府社会福祉
協議会の小西禎一会長から、社会福祉事業の向上に貢献し
た福祉事業施設（設立15年以上の優良施設経営）として表
彰されました（11月30日）。
　同園は昨年5月、
開園40周年を迎え
ましたが、今後とも
さらに教育内容の
充実を図るなど「地
域にあって良かっ
た」と思ってもらえ
る園を目指す方針
です。

久富さんに市長から記念品
103歳、摂津市の男性最高齢者に

馬、羊 etc...
移動動物園がやってきた!

　認定こども園一津屋愛育園に、大阪府豊能郡から移動動物園（能勢農場
こどもどうぶつえん事業部）がやってきました（11月19日）。
　トラックが園庭に入ると、子どもたちは「来たー！」と大歓声。いつも遊んでいる
園庭に馬、豚、羊などの動物がずらり。間近に見る動物に、子どもたちはおそるお
そる近づいて「かわい―！」と撫でる光景もみられました。地域の親子連れも来園
され、子どもと動物の交流の一日となりました。

新たにハンドマッサージ・サービス
「くつろぎタイム」に

ご利用者とコミュニケーション
　吹田竜ヶ池ホーム（地域密着型デイサービスセンター）は、
「くつろぎタイム」で新たに“ハンドマッサージ”を始めました。
　「ハンドケアセラピスト」の資格を持つスタッフが、予約制で専
用のマッサージオイルで手と腕を15分～20分マッサージ。「腕だ
けやなくて、肩こりもよくなった」と好評です。マッサージを通して
コミュニケーションを図り、ご利用者の思いをタイムリーに聞き取
ることができるメリットもあります。

　せっつ桜苑にご入居されてい
る久富伊三郎さんが103歳を迎え
られ、摂津市内で男性の最高齢者
になられたことから、森山一正摂
津市長からご長寿お祝いの記念
品を受けられました（10月4日）。
　「ご長寿おめでとうございます」
の森山市長の言葉に、久富さんは
緊張気味ながらしっかりと頷かれ、
ご家族と一緒にお祝いをされまし
た。これからもますますお元気で！



2

巻　頭　言

労
働
力
の
制
約
が
強
ま
る
な
か
、
地
域
か
ら
最
も

　

頼
り
に
さ
れ
る
社
会
資
源
め
ざ
し
切
磋
琢
磨
を

理
事
長　

高
岡 

國
士

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。日
ご
ろ
か
ら
社
会
福
祉
法
人
成

光
苑
の
事
業
推
進
に
多
大
の
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

団
塊
ジ
ュニ
ア
世
代
の
高
齢
化
を

見
据
え
た
対
応
が
重
要
な
時
代
へ

　

本
年
10
月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
よ
っ
て
、２
０
２
５
年
を
念
頭
に
進
め
ら
れ
て
き
た
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
が
完
了
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
全
員
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
に
向
け
て
高
齢
者
人
口
が
急
速
に
増
加
し

た
後
、そ
の
人
口
増
加
は
緩
や
か
に
な
り
ま
す
。今
後
、

団
塊
ジ
ュニ
ア
世
代
が
高
齢
者
と
な
る
２
０
４
０
年
を

見
据
え
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
減
少
に
転
じ
て
い
る
生
産
年
齢
人
口
は
、２
０

２
５
年
以
降
さ
ら
に
減
少
が
加
速
す
る
見
込
み
で
す
。

社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
の
給
付

と
負
担
の
見
直
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、労
働
力
の
制
約
が

強
ま
る
中
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
人
財
」の
育
成
・
定
着
に
主
眼
を

置
い
た
幹
部
職
層
の
丁
寧
な
取
り
組
み
を

　

成
光
苑
は
開
設
以
来
68
年
が
経
過
し
、保
育
部
門
、

高
齢
部
門
、障
が
い
部
門
と
広
範
囲
に
事
業
活
動
を

展
開
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。法
人
の
基
本
理
念
や

経
営
方
針
を
は
じ
め
大
切
に
し
た
い
想
い
や
求
め
る
ス

タ
ッ
フ
像
な
ど
、全
ス
タ
ッ
フ
へ
の
理
解
と
周
知
を
図
る
た

め
の
ツ
ー
ル（
冊
子
）で
あ
る「
和
顔
愛
語
」は
、事
業
計

画
策
定
時
の
指
針
で
あ
り
、各
部
門
の
施
設
・
事
業
所

の
ス
タ
ッ
フ
が
作
成
す
る
計
画
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。

　
「
人
財
」確
保
難
の
中
、す
べ
て
の
成
光
苑
ス
タ
ッ
フ
が

法
人
の
基
本
理
念
・
経
営
方
針
の
趣
旨
を
よ
く
理
解

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
職
階
に
お
い
て
自
分
な
り
に
咀

嚼
し
た
個
別
具
体
的
な
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
目
標
を
達
成

で
き
る
よ
う
、新
た
な
計
画
を
立
て
着
実
に
事
業
を
実

施
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
計
画
の
進
行
管
理
を
直

属
の
上
司
を
は
じ
め
、幹
部
職
層
が
丁
寧
に
行
う
こ
と

で
育
成
・
定
着
に
主
眼
を
置
い
た
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
ま
す
。こ
の
よ
う
な
職
場
環
境
を
良
く

す
る
取
り
組
み
は
、法
人
と
し
て
の
人
財
確
保
の
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
求
職
者
の
知
る
と
こ
ろ
と
な

り
、ひ
い
て
は
新
た
な
人
財
確
保
に
も
つ
な
が
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

各
部
門
の
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

　

昨
年
12
月
に
開
催
し
た
期
中
理
事
会
・
評
議
員
会

で
上
半
期
決
算
報
告
を
実
施
し
ま
し
た
が
、法
人
全
体

と
し
て
の
事
業
実
績
は
概
ね
順
調
に
推
移
し
て
い

ま
す
。

　

年
は
改
ま
り
ま
し
た
が
、事
業
年
度
は
あ
と
数
か
月

を
残
し
て
い
ま
す
の
で
、当
年
度
事
業
計
画
に
則
り
着

実
に
し
っ
か
り
と
事
業
実
践
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
勿
論
の

こ
と
、新
年
度
に
向
け
た
成
光
苑
ス
タ
ッ
フ
な
ら
で
は
の

新
た
な
計
画
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
加
速
と
い
う
厳
し
い
局
面

を
乗
り
切
る
た
め
、人
財
確
保
対
策
と
し
て
各
部
門
の

ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど

引
き
続
き
切
磋
琢
磨
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。地

域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、10
年
後
も
地
域
の
住
民
か
ら

一
番
頼
り
に
さ
れ
る
社
会
資
源
に
な
る
た
め
に
、地
域
に

信
頼
さ
れ
、愛
さ
れ
る
園
・
施
設
の
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
指
導
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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連携・交流

　高槻けやきの郷認知症対応型デイサービスセン
ターでは昨年4月から毎週水曜日、近隣の高槻市
立竹之内小学校の校門付近で、ご利用者（2～4
名）と介護スタッフが、下校し帰宅する生徒さんに「さいなら～！（大阪弁）」と呼び
ける「あいさつ運動」を始めました。当初はご利用者も児童も戸惑いや照れ臭さ
があったようですが、回数を重ねるうち「今日はあいさつに行くんやな」と時計を
見ながらご利用者、児童らも「けやき（事業所名）の人やろ？」と気さくに声をかけ
てくれるようになりました。
　日常的な簡単な言葉のコミュニケーションですが、認知症という病気があるご
利用者にとっては「人や地域と関わり」「自分の存在を実感できる」などの喜び
があり、社会参加の機会を広げることに繋がっています。微笑ましい世代間交流
も介護スタッフの仕事のやりがいです。

　

ラ
イ
フ・ス
テ
ー
ジ
舞
夢
が
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
と
し
て
舞
鶴
市

桑
飼
地
区
に
開
設
さ
れ
10
年
を
迎
え
、

記
念
イ
ベ
ン
ト「
舞
夢
マ
イ
ム
ま
い
む
♪
」

が
昨
秋
、居
住
棟
に
隣
接
の
屋
外
を
メ
ー

ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た（
10
月
13

日
）。

　

特
設
の
舞
台
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
和
太

鼓
演
奏
の
あ
と
、来
賓
の
み
な
さ
ん
の
祝

辞
が
あ
り
、漫
才
コ
ン
ビ「
チ
キ
チ
キ
ジ
ョ

ニ
ー
」の
漫
才
や
自
分
で
選
べ
る
ギ
フ
ト
カ

タ
ロ
グ
、コ
ス
メ
セ
ッ
ト
な
ど
が
当
た
る
福

引
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

市
内
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム「
プ
リ
ン

セ
ス
＆
グ
ロ
リ
ア
ス
」に
よ
る
組
体
操
と
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
披
露
さ
れ
フ
ィ
ナ
ー

レ
。会
場
か
ら
は「
楽
し
か
っ
た
な
ー
」「
感

動
し
た
わ
」と
い
っ
た
言
葉
が
聞
か
れ
、施

設
開
設
10
周
年
に
花
を
添
え
る
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

京
都
府
中
丹
地
区
、舞
鶴
市
と
福
知

山
市
大
江
地
区
に
あ
る
当
事
業
所
は
、

近
隣
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
、入
居
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
、通
所
、訪
問
介
護
へ
の

相
談
な
ど
を
続
け
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か

ら
も
地
域
に
溶
け
込
み
、み
な
さ
ん
の
傍

ら
に
あ
り
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ライフ・ステージ 舞夢が開設10周年

　ライフ・ステージ 舞夢は『ラン伴（とも）2018
まいづる』（ラン伴まいづる実行委員会／
NPO法人認知症フレンドシップクラブ主催）に
参加しました（10月21日）。『ラン伴』とは、「認
知症になっても誰もが暮らしやすい地域をつく
ること」を目的に、認知症の人や家族、支援者

が北海道から沖縄県までタスキリレーするもの
で、今回“ラン伴のタスキ”が舞鶴市にもやっ
てきました。
　走者は舞鶴市内の「東舞鶴コース（14キ
ロ）」「城南コース（7キロ）」「加佐コース（13キ
ロ）」の3コースに分かれゴールの舞鶴市西市
民プラザを目指します。同施設は計14名のス
タッフとグループホームご利用者2名がランナー
として参加、加佐コースのスタート地点で、福知
山市からのタスキリレー（30名）の中継地点と
してタスキを引き継ぎ、近隣の舞鶴由良川大
橋を元気に渡り「よう歩いたな～、ホイッ」と次
の事業所のランナーにタスキを託しました。
　沿道の地域のみなさんからの声援にも助け
られ無事完走。『ラン伴』を見かけられたら、せ
ひ、声援をお願いしまーす。

　せっつ桜苑ときりんデイサービスセンター（認知症対応型）は、大阪人間科学大学と交流
を深め、施設見学や講義のゲストスピーカーとしてスタッフの派遣など連携活動が本格化、地
域に開かれた施設として積極的な協力体制を展開して
います。
　きりんデイサービスセンターに社会福祉士を目指す学
生10名が来所し、ご利用者と音楽療法を体験（9月10
日）。ご利用者と学生が2人一組で手遊びや童謡に合わ
せ体を動かします。
　せっつ桜苑では、同大で介護福祉士と視能訓練士を
目指す学生（80名）の授業にゲストスピーカーとして介護
スタッフを派遣「車いすからの目線」をテーマに講演（9月
28日）。車いすの方の視点が低くなると、バリアフリーでも移動しにくいことを説明。学生からは
「車いすの方がいたら声をかけ手伝いたい」という感想も。
　また、同施設に介護福祉士を目指す学生（24名）が来訪、桜苑デイサービスセンター、特
別養護老人ホームそれぞれのご利用者とコミュニケーション体験をしたほか（10月31日・写
真）、同大キャリアセンター主催の介護福祉士国家資格（実務経験ルート）の取得方法説明
会にも協力参加しました。

大 阪 人 間 科 学 大 学 と 連 携 深 め る
～地域に開かれた施設を目指し～ せっつ桜苑・きりんデイサービスセンター

「
み
な
さ
ん
の
傍
ら
に
あ
り
続
け
た
い
」

認知症支援の心をつなぐタスキリレー
“ラン伴2018まいづる”に参加 ライフ・ステージ 舞夢

　障がい福祉サービスのココリス（生活介護）では年1回、外出
活動を実施していますが、昨年は万博記念公園（吹田市、10
月25日）にご利用者6名とスタッフ7名、若園公園バラ園（茨木
市、10月26日）にご利用者4名、スタッフ6名が行ってきました。
　万博記念公園では、自然文化園の平和のバラ園を観賞、紅
葉盛んな公園を散策。昼食は持参した弁当を食べましたが、い
つもは食が進まれない方も秋晴れのもと完食されたようです。
　若園公園バラ園では、日頃サービス利用されている方とその
ご家族（2名）も短い時間ながら親睦を兼ね、自宅から合流さ
れました。この方は医療的ケアを欠かせず体調管理が難しい
ことから、屋外へ外出ができる時間やタイミングも読みにくいと
いうことです。ご家族から「調子が安定している時はココリスで
ご利用者のみなさんやスタッフの方と一緒に連れていきたい」
ということで、ともに時間を過ごすことができました。

若園公園には体調管理の困難な方も合流

ココリスの外出活動

紅葉の万博公園で食もすすむ紅葉の万博公園で食もすすむ大阪弁で「さいな
ら～」

大阪弁で「さいな
ら～」

高槻けやきの郷認知症対応型デイサービスセンター

下校の生徒さんに”あいさつ運動”



　千里丘愛育園は近隣のファ
ストフードチェーン店のマスコット
“ドナルド（マクドナルド）君”を招
き、幼児クラス（133名）を対象に
「食育と環境」について学びま
した（11月26日）。
　「ドナルド君や！」園児たちはテ
レビCMでもお馴染みの登場に
大喜び。ドナルド君はパネル絵
やクイズを交え食育指導。「いただきます」の由来や食への感
謝について説明「みんな、しっかりご飯を食べようね」の呼び
かけに「ハーイ！」と元気よく返事ができました。地球温暖化の
防止や冷蔵庫、水道の蛇口など園児にも身近な例をあげ無
駄がないよう使う環境指導も。
　その日の給食では手を合わせ、感謝の気持ちを込め「いた
だきます」を、手洗い後には「蛇口、キュッ！」と水を止め、ドナル
ド君からの教えをしっかり守る光景もみられました。

　くるみ愛育園では、地域のみなさんも参加される恒例の「くるみふれ愛っ
こまつり」を開き、模擬店やゲームコーナーを楽しみました（12月1日）。
　今回の目玉となったのは新鮮なサンマの炭焼きと園庭の落ち葉を集め
た焚火で焼くホクホクの焼き芋です。園庭でサンマをあぶる匂いや白く煙る

光景に、園児も保護者も地域のみ
なさんも興味津々。写真に撮って
おこうとカメラ片手に焼き上がりが
待ち遠しい様子。「おいしい！おか
わり！」、普段はあまり食べないとい
う子どもの元気な声にお母さんも
ビックリ。「今度は家で魚を焼いて
みます」と親子で食べながら会話
も弾みました。

地域の方も参加し恒例の
“ふれ愛っこまつり”

保育活動・交流
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きりん夜間愛育園 認定こども園正雀愛育園

ド
ラ
ム
な
ど
迫
力
満
点
の
生
演
奏
に
大
興
奮

地域の保育園まつりに参加

しっかりご飯を
食べようね

ドナルド君を　講師に食育指導

ドナルド君を　講師に食育指導

東生野愛育園５歳児

　きりん夜間愛育園では茨木市立西陵中学校と吹田市立山田中学校の
生徒さんを迎え職場体験学習を実施しました。来園したのは西陵中（10月
25、26日）から4名、山田中（11月8、9日）から5名、計9人。仕事の現場を体
験し「働くこと」「生きること」の大切さを学んでもらうのが目的です。
　中学生のみなさんは園児と一緒に遊んだり、ごはんを食べたり。小さい子
には着脱や排泄の世話も。園児たちは優しいお兄ちゃん、お姉ちゃんに
すっかり安心しきった様子。
　中学生たちは園児への「いとおしさ」を覚える一方、子どもと関わる難し
さも実感したようです。卒園児でもある中学生の一人から「私の小さい
頃も先生にオムツ換えや食事の躾をしてもらったことが今になってよく
わかりました」などの感想が寄せられました。

園児とふれあい着脱・排泄の世話も
～中学生の職場体験学習～ 津波を想定、全園児の避難訓練

くるみ愛育園

サン
マのに

おいに食欲もモリモリサン
マのに

おいに食欲もモリモリサン
マのに

おいに食欲もモリモリサン
マのに

おいに食欲もモリモリ

愛育園グループ３ケ園

　愛育園グループ摂津市内3ヶ園（千里丘愛育園、認
定こども園一津屋愛育園、認定こども園正雀愛育園）は、摂津市青
少年運動広場で行われたサッカーの第11回摂津カップフレンドリーマッチ（摂津
市保育連盟主催）で大活躍。摂津市内保育所、認定こども園14ヶ園、46チームが8ブロック（A～H）
に分かれリーグ戦を行い、各ブロックの優勝を競いますが、愛育園3ケ園は4ブロックで優勝を果たす
めざましい成績をあげました（11月15日）。
　千里丘愛育園6チーム編成（A～F）。試合を重ねるごとに練習成果が発揮され、Cチーム（Bブロッ
ク）とEチーム（Dブロック）が見事に優勝、トロフィーと賞状を授与（写真）。試合の合間に「シュート！」
「ガンバレー！」と同園他チームの仲間を応援する余裕も。
　認定こども園一津屋愛育園3チーム編成（A～C）。練習
時から「絶対優勝する！」と気合が入る。試合中も元気に声を
かけ合い力を合わせ、Aチーム（Aブロック）が優勝。目標を達
成し自信に繋がったようです。
　認定こども園正雀愛育園4チーム編成（A～D）。この数

年、優勝から遠ざかっていただけに意気込み十分。日
頃の練習が実を結びCチーム（Eブロック）が優
勝。チームだけでなくクラス全員で勝ち取った
最高の結果です。

８ブロック中
４ブロックで優勝 サッカーの摂津カップフレンドリーマッチ

サッカーの摂津カップフレンドリーマッチ

　東生野愛育園の5歳児29名が大
阪市立生野スポーツセンターで行わ
れた第35回保育園まつり（大阪市私
立保育連盟生野ブロック主催）に参
加、生野区・天王寺区の年長クラス中
心に約700名が集まりました。
　プロ演奏家の室内楽団ゾリソテン・
ドライエックによる『こどもの音楽会』で
はサックス、トロンボーン、ドラムセットの
迫力ある生演奏に園児らは大興奮。
「道化師のギャロップ」「天国と地獄」
など運動会で馴染みの曲が演奏され
「この歌聞いたことあるー！」と歓声が
上がりました。最後は「夢をかなえてド
ラえもん」をみんなで合唱、お土産に
「あそんでケロ」のマスコットをもらいま
した。

　認定こども園正雀愛育園は摂津市立味舌小学校の協力
で、地震による津波発生を想定した全園児避難訓練を実施
しました（11月14日）。同小学校は指定緊急避難場所になっ
ています。
　乳児（0～1歳児）は、バギー（ベビーカー）と保育スタッフに
背負われ、幼児（2～5歳児）は、保育スタッフと一緒に小走り
で小学校へ向かいました。子どもたちはいつもの園内避難訓
練と雰囲気が違うことを察してか緊張した表情で必死に走る
姿が見られ、小学校には15分9秒で到着。校舎の玄関で5年
生の生徒さんが迎え、手を繋いで校舎南館3Fまで一気に駆
け上がり、避難子完了に園児にも笑顔が戻りました。校長先
生からは、しっかり避難（訓練）できたことを褒めていただきま
した。
　これからも地域と連携を
図り、非常災害時に備え
迅速な対応ができるよう
訓練を重ねたいと
考えています。

指定緊急避難場所へ走れ!

千里丘愛育園幼児クラス

　

吹
田
竜
ヶ
池
ホ
ー
ム
で
は

昨
年
10
月
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
人

留
学
生
２
名（
グ
エ
ン
さ
ん
・

写
真
左
、ハ
イ
ン
さ
ん
・
写
真

右
）を
新
た
に
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
雇
用
、外
国
人
留
学
生

の
在
籍
者
は
４
名
と
な
り
ま

し
た
。同
じ
日
本
語
学
校
に
通
う
先
輩
・
後
輩（
１

期
生
・２
期
生
）の
間
柄
で
す
。今
年
も
３
期
生
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
す
で
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
留
学
生
の
日
本
で
の
生
活
は
経
済
や

物
価
も
異
な
り
、滞
在
中
の
生
活
費
だ
け
で
も
大

き
な
負
担
で
す
。そ
の
負
担
軽
減
を
図
り「
留
学

生
の
生
活
を
支
え
る
」受
け
皿
的
な
側
面
と「
日

本
国
内
の
生
産
労
働
人
口
の
減
少
」と
い
う
社
会

問
題
と
も
相
ま
っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
受
け
入
れ
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

在
籍
留
学
生
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
日
本
語
を
学
び
、

卒
業
後
は
介
護
福
祉
士
養
成
校
へ
進
学
、介
護

福
祉
士
国
家
試
験
を
目
指
し
、合
格
後
は
日
本

の
高
齢
者
施
設
で
10
年
以
上
働
き
た
い
と
明
確

で
す
。現
在
、日
本
語
学
校
に
通
う
か
た
わ
ら
、ア

ル
バ
イ
ト
先
の
高
齢
者
施
設
で
ご
利
用
者
や
介
護

ス
タ
ッ
フ
と
積
極
的
に
関
わ
り
、日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
予
想
以
上
の
速
度
で
上
達
、す
っ

か
り
施
設
の一
員
と
し
て
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。ス

タ
ッ
フ
も
一
丸
と
な
っ
て
留
学
生
を
支
え
、地
域
を

支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

3

総　　合
　

成
光
苑
高
齢
者
部
門（
対
象
施
設
：
岩
戸
ホ
ー
ム
、

サ
ン
ヒ
ル
ズ
紫
豊
館
、ラ
イ
フ・ス
テ
ー
ジ 

舞
夢
）に
対
す

る「
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育
成
認
証
制
度
」の
平
成
30

年
度
上
位
認
証
式
が
御
所
西
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

「
祇
園
」で
行
わ
れ
、成
光
苑
か
ら
高
岡
國
士
理
事
長

が
出
席
、京
都
府
健
康
福
祉
部
長
松
村
淳
子
氏
か
ら

『
上
位
認
証（
書
）』が
授
与
さ
れ
ま
し
た（
11
月
26

日
）。同
制
度
は
京
都
府
が
25
年
に
全
国
で
初
め
て
創

設
、働
き
が
い
と
働
き
や
す
さ
に
配
慮
し
た
人
材
育
成

や
職
場
へ
の
定
着
支
援
を
積
極
的
に
進
め
る
福
祉
事

業
所
を
認
証
・
公
表
、府
内
の
福
祉
事
業
所
の
質
的
向

上
を
図
る
の
が
目
的
で
す
。

　

同
認
証
制
度
は
現
在
２
７
６
事
業
所

（
法
人
・
企
業
）が『
認
証
』さ
れ
て
い
ま
す

が
、今
回『
上
位
認
証
』を
受
け
た
の
は
成

光
苑
を
含
む
４
事
業
所（
計
11
事
業
所
）。

『
上
位
認
証
』は「
離
職
率
」「
有
給
休
暇

消
化
率
」「
資
格
保
有
率
」な
ど『
認
証
』

よ
り
高
度
な
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
必
須

条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、３
施
設
は
す
べ
て
ク
リ
ア
、

介
護
・
福
祉
業
界
の「
一
流
事
業
所
」と
し
て
認
め
ら

れ
、お
墨
付
き
を
得
た
も
の
で
す
。な
お
、こ
の『
上
位

認
証
』は
３
年
ご
と
に
更
新
審

査
さ
れ
ま
す
。

　
『
京
都
府
を
代
表
す
る
福

祉
法
人
＝
成
光
苑
ブ
ラ
ン
ド
』

に
誇
り
を
持
ち
、今
後
も
ケ
ア

の
質
の
向
上
、働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
に
継
続
的
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〝
成
光
苑
ブ
ラ
ン
ド
〞に
誇
り
を
│
３
施
設
に
京
都
府
か
ら「
上
位
認
証
」
「
変
化
を
恐
れ
ず
一緒
に
頑
張
ろ
う
」

改元新時代へ赤ちゃん走る! 地域
の
親
子
も
参
加
し〝
子
育
て
支
援
運
動
会
〞

〜
働
き
が
い
や

　
　
　
人
材
育
成
に
高
い
評
価
〜

　

認
定
こ
ど
も
園
一
津
屋

愛
育
園
で
は
昨
秋「
ミ
ニ
ミ

ニ
運
動
会
」（
10
月
16
日
）

と
「
赤
ち
ゃ
ん
運
動
会
」

（
同
月
19
日
）を
開
催
し
、

多
く
の
地
域
の
親
子
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。子
育
て
支

援
事
業
の一
環
で
す
。

　
「
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会
」は
、

あ
ひ
る
組（
１
〜
２
歳
児

19
名
）と
地
域
の
乳
児（
同

12
名
）の
計
31
名
が
参
加
。

子
ど
も
た
ち
が
頑
張
っ
た
の

は〝
追
い
か
け
っ
こ
玉
入
れ
〞

で
す
。籠
を
持
っ
て
走
る
保

育
ス
タ
ッ
フ
や

保
護
者
を
目

指
し
て
追
い

か
け
、し
っ
か

り
と
走
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん

運
動
会
」は
、

ひ
よ
こ
組（
０

歳
児
３
名
）

と
地
域
の
乳

児（
同
20
名
）の
計
23
名
が

参
加
し
、触
れ
合
い
遊
び
や

コ
ー
ナ
ー
遊
び
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。触
れ
合
い
遊
び

の〝
こ
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
チ
ョ

コ
〞は
、保
育
ス
タ
ッ
フ
や
保

護
者
に
く
す
ぐ
ら
れ
、子

ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
に

ぎ
や
か
に
。〝
親
子
で
手
づ

く
り
玩
具
〞の
コ
ー
ナ
ー
遊

び
で
は
、お
母
さ
ん
同
士
が

初
め
て
の
顔
合
わ
せ
と
は

思
え
な
い
和
や
か
さ
で
会

話
を
交
わ
さ
れ
、「
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
よ
か
っ
た
！
」

「
子
ど
も
と
一

緒
に
久
し
ぶ

り
に
体
を
動

か
し
気
分
が

ス
ッ
キ
リ
」と

い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

育
児
に
奮
闘

す
る
お
母
さ

ん
も
気
分
転

換
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

子
育
て
支
援
対
策
委
員
会
が
見
学
会
の
対

象
に
と
り
あ
げ
た
一
つ
に「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
」活
動
が
あ
る
。第
二
愛
育
園
が
一
昨
年

秋
か
ら
吹
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
と
連

携
し
て
実
施
、妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
切
れ
目
の

な
い
子
育
て
支
援
の一
環
。（「
き
き
ょ
う
」２
０

１
７
年
夏
号
参
照
）

　

同
園
で
は
昨
年
、２
回（
７
月
12
日
、10
月
18

日
）の「
ハッ
ピ
ー
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
」を
実
施
、２
回

目
に
支
援
対
策
委
の
メ
ン
バ
ー
が
見
学
し
ま
し

た
。妊
婦
さ
ん
の
参
加
は

少
な
か
っ
た
で
す
が
、赤

ち
ゃ
ん
連
れ
の
お
母
さ

ん
が
計
６
組
も
参
加
。

出
産
ま
で
の
妊
婦
の
不

安
や
疑
問
を
解
消
す
る

活
動
で
す
が
、出
産
経
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ

り
、妊
婦
さ
ん
か
ら「
緊
張
し
ま
し
た
が
、い
ろ
い

ろ
貴
重
な
お
話
を
聞
け
て
よ
か
っ
た
」と
最
後

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

子育て支援の一層の
充実に生かす
愛育園の支援活動を実地に見学

【地域子育て支援対策委員会】

ベトナム人留学生のアルバイト４名にベトナム人留学生のアルバイト４名に
～語学の上達も速く施設に溶け込む～

※各面の（　）内日付はいずれも平成30年

吹田竜ケ池ホーム

妊
婦
支
援
の「
ハッ
ピ
ー
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
」

第二
愛育園

高岡理事長
が激励

高岡理事長
が激励

来年度新規採用者（高齢者部門）内定式来年度新規採用者（高齢者部門）内定式
　

成
光
苑（
高
齢
者
部
門
）の
31
年
度
新
規
採

用
者
６
名（
う
ち
欠
席
１
名
、高
校
生
の
た
め
）

の
内
定
式
が
愛
育
会
館
で
行
な
わ
れ
、高
岡
國

士
理
事
長
は「
時
代
の
変
化
と
と
も
に
福
祉
の

役
割
は
大
き
く
変
わ
る
。変
化
を
恐
れ
ず
一
緒

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
内
定
者
を
激
励
さ
れ

ま
し
た（
12
月
９
日
）。

　

法
人
事
務
局
長
・
施
設
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、先
輩
ス
タ
ッ
フ
か
ら「
入
社
一
年
目
は
慣
れ

な
い
環
境
で
不
安
も
多
い
と
思
い
ま
す
が〝
確

実
・
丁
寧
〞を
心
が
け
て
ほ
し
い
。私
た
ち（
先
輩

ス
タ
ッ
フ
）が
あ
な
た
方
の
成
長
を
見
守
っ
て
い

る
の
で
安
心
し
て
」と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

内
定
者
は〝
私
の
気
分
転
換
は
◯
◯
で
す
〞

で
一
言
Ｐ
Ｒ
。「
映
画
を
観
る
」「
放
課
後
に
友

だ
ち
と
国
家
試
験
勉
強
」「
友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ

り
す
る
こ
と
」な
ど
と
自
己
紹
介
。成
光
苑
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

認定こども園一津屋愛育園

　成光苑では保育部門（愛育園）全園に子育て支
援の担当者や大阪府知事認定のスマイルサポーター
を配置、園児の保護者だけでなく、地域で子育て中
の保護者や家庭の支援を継続的に行っています。
　地域子育て支援担当者は年間４回程度集まり
「絵本通信（子育てに関する情報）」を発行するなど
地域の親子を対象とした各園の取り組みについて
情報交換を行っていますが、今年度から姉妹園の子
育て支援活動の見学会を実施しました。見学から得
た情報をもとに、愛育園の子育て支援のさらなる充
実を図るためで、第二愛育園の「ハッピーマタニティ」
(10月18日)に１名、認定こども園一津屋愛育園の「赤
ちゃん運動会」（10月19日）には４名が参加。また、子
育て支援対策会議（10月４日）では、わらべうたベ
ビーマッサージの実演を見学しました。
　初めての試みですが、家族や地域の中で子育て
の知恵や経験を共有することが難しい時代、今後も
地域子育て支援対策委員として、このような機会を
計画し、子育てに負担を感じている保護者への支援
に生かしたいと考えています。



　

社
会
福
祉
法
人
の
白
鳩
会（
東
大
阪
市
）、ク
ム
レ（
岡
山
県
）、成

光
苑
の
３
法
人
合
同
研
修
が
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
白
鳩
チ
ル

ド
レ
ン
セ
ン
タ
ー
南
丘（
豊
中
市
）で
行
わ
れ
、成
光
苑（
保
育
部
門
）か

ら
32
名
が
参
加
し
ま
し
た（
11
月
10
日
）。

　

同
チ
ル
ド
レ
ン
セ
ン
タ
ー
南
丘
の
２
階
建
て
園
舎
内
に
飾
ら
れ
た
子

ど
も
た
ち
の
絵
画
や
製
作
物
を
見
学
の
あ
と
、午
後
か
ら
の
事
例
発

表
で
は
、白
鳩
会
か
ら
保
育
者
全
般
に
苦
手
意
識
が
強
い
と
さ
れ
る

「
造
形
」に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
模
造
紙
に

そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
書
き
出
し
、全
体
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。成
功
例
だ

け
で
な
く「
導
入
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
」ケ
ー
ス
も
。例
え
ば〝
た
こ

焼
〞を
造
形
と
し
て
制
作
の
際
、形
や
色
、

臭
い
、触
感
な
ど
五
感
に
訴
え
る
こ
と
が

必
要
、ま
た
、あ
る
程
度
材
料
が
揃
っ
て
い

な
い
と
い
け
な
い
な
ど
。「
保
育
者
の
動
き

に
も
問
題
」が
あ
り
、子
ど
も
に
造
形
に

興
味
を
持
た
せ
る
に
は
保
育
者
自
身
が

興
味
、関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
事―

と
い
っ

た
指
摘
が
あ
り
、次
に
向
け
て
の
ヒ
ン
ト
を

教
え
ら
れ
ま
し
た
。
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青
山
里
会
、こ
う
ほ
う
え

ん
、ク
ム
レ
、大
阪
自
彊
館
、成

光
苑
の
社
会
福
祉
法
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
紹
介
や

交
流
を
深
め
る
５
法
人
合
同

研
修
会
が
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィP

R
E
M
IU
M

（
名
古
屋

市
）で
開
か
れ
、成
光
苑
か
ら

高
岡
國
士
理
事
長
は
じ
め
21

名
が
参
加
し
ま
し
た（
11
月

29
、30
日
）。今
回
が
33
回
目
、

幹
事
法
人
は
青
山
里
会
。

　

研
修
の
メ―

ン
テ
ー
マ
は「
人

材
確
保
」。深
刻
な
介
護
人
材

不
足
を
背
景
に
青
山
里
会
の

三
瀬
正
幸
業
務
執
行
理
事
の

講
演
、続
い
て
各
法
人
の
取
り

組
み
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
山
里
会
の
人
材
確
保
は
外

国
人
労
働
者（
留
学
生
・
技
能

実
習
生
）の
受
け
入
れ
は
も
ち

ろ
ん
、中
高
年
層
や
障
が
い
者

の
雇
用
、地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
社
会
資
源
を
フ
ル

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。な
か

で
も
高
齢
者
が
介
護
分
野
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る「
ケ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
」の
活
躍
が
動
画
で
紹
介

さ
れ
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

職
員
定
着
で
は
、介
護
現
場

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
な
ど
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
も
各
法
人
の
特
色
が
み

ら
れ
ま
し
た
。今
後
、介
護
の

現
場
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
化（
多

様
な
人
材
の
活
用
）は
避
け
ら

れ
な
い
と
の
考
え
は
参
加
し
た

法
人
の
共
通
し
た
認
識
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

次
回
の
研
修
は
成
光
苑
が

幹
事
法
人
と
な
り
５
月
16
、17

の
両
日
開
催
予
定
。

～きりん夜間愛育園の
　　　　　日常保育を見学～

◆ 

3
法
人
合
同
研
修
に
愛
育
園
か
ら
32
名 

◆

立腰で集中力
事故防止にもつながる

立腰教育研究会

　

成
光
苑
保
育
部
門
で
は
、当
法
人
と

同
じ
く
立
腰
教
育
を
保
育
に
導
入
さ
れ

て
い
る
社
会
福
祉
法
人
白
鳩
会
あ
や
の

台
チ
ル
ド
レ
ン
セ
ン
タ
ー（
和
歌
山
県
橋
本

市
）の
見
学
会
と
立
腰
教
育
研
究
会（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
人
の
土
台
作
り
主
催
）に
７
名

が
参
加
し
ま
し
た（
10
月
24
日
）。

　

立
腰
教
育
研
究
会
で
は
、杉
本
哲
也

氏（
一
般
社
団
法
人
実
践
人
の
家
理
事
）

が「
一
人
前
の
土
台
を
育
て
る
立
腰
教

育
」を
テ
ー
マ
に
特
別
講
演
し「
立
腰
で

集
中
力
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
が
事
故
防

止
に
つ
な
が
る
」な
ど
と
立
腰
の
効
果
を

指
摘
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
の
土
台
作
り
理
事

長
の
石
橋
富
知
子
氏
は
立
腰
教
育
の
提

唱
者
、森
信
三
氏
と
の
出
会
い
か
ら
立
腰

の
実
践
に
触
れ
、子
ど
も
へ
の
指
導
に
つ
い

て「
挨
拶
す
る
こ
と
、腰
骨
を
立
て
る
こ

と
、変
わ
ら
な
い
物
は
変
え
て
は
な
ら
な

い
こ
と
」の
３
原
則
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　成光苑高齢者部門（京都エリア=岩戸ホーム、サン
ヒルズ紫豊館、ライフ・ステージ 舞夢）では、岩戸ホー
ムすずらんホールで全職種対象の人権研修映画会
にスタッフが参加、映画「ケアニン～あなたでよかった
～」（文部科学省特別選定作品、厚生労働省推薦）
の鑑賞を通し、その人らしい生活への支援と個別援
助の重要性、人権について理解を深めました（12月3
日）。ケアニンとはケアする人。
　映画は、頑固一徹で扱いづらいが、若い介護福祉
士を口説くおじいちゃん、“着飾り散歩”という名の
“徘徊”するおばあちゃん…それぞれの認知症高齢
者のペースに合わせケアする介護福祉士の姿が描か
れます。
　「介護の仕事」もきれいごとだけではない、戸惑い
や悲しみがあります。介護する方もされる方もともに人
間。その人間と向き合えれば誰でも立派なケアニンと
いうことが理解できる内容。「その人らしい生活を支え

たい。私もそうなったら支えてほしい」という気持ちも湧
いてきます。
　スタッフからは「モチベーションが上がった」「あらた
めて仕事のやりがいを感じた」とポジティブな感想や
「介護の仕事を志した初心に立ち返れた」といった声
も聞かれました。

施設長・幹部職員研修会で高岡理事長

　成光苑高齢者部門では高岡國士理事長はじめ
各施設長、法人本部、次世代を担う幹部層スタッフ
計26名が参加し『平成30年度 施設長・幹部職員研
修』がグランドエクシブ鳥羽（三重県）で開催されまし
た（10月3、4日）。
　高岡理事長は冒頭、「組織の理念方針を改めて
共有し、福祉環境の変化にも柔軟に対応しつつ、さら
なる経営能力を高めること。また、地域の共生社会を
構築すべく、社会福祉法人の中核的役割や新たな
公益性（地域公益活動）に取り組むことなど一丸と
なって頑張ってほしい」とこの研修の意義と今後の
方向性を示されました。
　成光苑の新たな活動や課題への取り組みについ
て3年前からプロジェクト化している『経営品質向上
活動』から報告があり、人事考課制度で使用する
「チャレンジシート（係長級以下）」のリニューアル後の
分析結果を踏まえた見直しでは「ワールド・カフェ方
式」を用いた各グループで課題を抽出、考課者に対
する指導やアドバイスの必要性などが全体で議論さ

れました。
　「部下にも育成の
観点を丁寧に説明し
考えを共有したい」と
課題への対応に前
向きな意見が次世代
を担う幹部層スタッフ
から聞かれました。

　

第
９
回
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

（
10
月
13
日
、主
催
：
社
会
福
祉
法
人
こ
う

ほ
う
え
ん
）が
鳥
取
・
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、成
光
苑
高
齢
者
施
設

か
ら
参
加
の
大
柴
弘
之
さ
ん（
吹
田
竜
ヶ
池

ホ
ー
ム
）が「
認
知
症
部
門
」（
Ｂ
部
門
）で
奨

励
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

全
国
か
ら
介
護
職
、看
護
職
、セ
ラ
ピ
ス
ト
な

ど
１
１
２
名
が
参
加
、６
分
野（
認
知
症
、食

事
、入
浴
、排
泄
、看
取
り
、口
腔
ケ
ア
）で
、

経
験（
Ａ
部
門
：
実
務
５
年
以
上
、Ｂ
部

門
：
実
務
５
年
未
満
）に
応
じ
事
前
課
題

提
出
と
ケ
ア
の
実
技
を
競
う
も
の
で
す
。

　

奨
励
賞
の
大
柴
さ
ん
は「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

方
が
半
端
な
く
大
き
か
っ
た
が
、こ
れ
ま
で
の

ご
利
用
者
と
の
接
し
方
を
信
じ
精
一
杯
頑
張

ろ
う
と
奮
い
立
た
せ
ま
し
た
。応
援
し
て
く

れ
た
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
感
謝
」と
喜
び
を

語
っ
て
い
ま
す
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
介
護
の
知
識
・
技
術
を

競
う
だ
け
で
な
く
、同
じ
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
全
国
の
仲
間
と
交
流
す
る
貴
重
な
機

会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
部
門
で
奨
励
賞

認
知
症
部
門
で
奨
励
賞 吹田竜ケ池ホームの大柴さん

介護の仕事を志してよかった!
映画「ケアニン～あなたでよかった～」鑑賞
その人らしい生活支援の重要性に理解深める

京都エリア３施設
人権研修会

　高校時代、障がい児のボランティアで、そのご家族
から「よく観察すれば、向こう（本人）からのアクション
がわかるよ」とアドバイスされたことがあります。その
時「小さな支援でも笑顔が増えるといいな～」という

気持ちから介護の仕事に興味を持ちました。
　ライフ・ステージ 舞夢で施設実習をすることになり「看取り」が決まって
いるご利用者と関わることになりました。不安一杯の私を察し、担当介護
スタッフから「その方の可能性やご家族の想い」をやさしく丁寧に教えて
もらったことで、その方と向き合うことができました。これから知識や経験
を積み重ねることになりますが、あの時、あの場面を忘れずに「寄り添える
人」でありたいと考えています。

植 木  佳 織 ライフ・ステージ  舞夢
平成30年度入社

小さな支援でも笑顔が増えるといいなあ～小さな支援でも笑顔が増えるといいなあ～
あの時の気持ち忘れずに「寄り添う人」でありたい

～先輩からのメッセージ～～先輩からのメッセージ～

高

　私は、幼少の頃から年齢が離れた弟や親戚の子ども
ともよく遊び、遊びを通じて子どもの成長を身近に感
じていました。そのことから「保育の仕事に就きたい！」
と思い、念願がかなって保育教諭として働いています。

　現在2歳児クラスの担当ですが、子どもの自分からやってみようとする
姿や自我意識の芽生えなど、その成長に日々感動する場面に出会えます。
そのことが仕事の喜び、やりがいの源となっています。先輩の指導やアド
バイスにしっかり耳を傾け、子どもの成長を見守っていきたいと思います。

佐藤 佳世子 認定こども園正雀愛育園
平成30年度入社

幼少の頃からの念願かない保育の仕事に幼少の頃からの念願かない保育の仕事に
自我意識の芽生えなど子どもの成長に感動

保

「造形」の実践について学ぶ「造形」の実践について学ぶ

　

き
り
ん
夜
間
愛
育
園
の
公
開
保
育
が
開

か
れ
、愛
育
園
８
ケ
園
の
保
育
ス
タ
ッ
フ
24
名

が
参
加
し
ま
し
た（
11
月
20
日
）。公
開
保
育

は
愛
育
園
グ
ル
ー
プ
が
お
互
い
の
日
常
活
動

の
取
り
組
み
や
保
育
環
境
の
相
互
見
学
を

通
じ「
振
り
返
り
」や「
気
づ
き
」を
学
び
、

保
育
の
質
を
高
め
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。

　

公
開
保
育
の
冒
頭
、成
光
苑
の
高
岡
國

士
理
事
長
か
ら「
目
的
と
ね
ら
い
を
持
っ
て

保
育
活
動
に
取
り
組
む
重
要
性
」の
指
摘
が

あ
っ
た
あ
と
、同
愛
育
園
が
毎
朝
の
脳
内
活
動
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
体
育
活
動
が
紹
介
さ
れ
、０
歳
児
か
ら
５
歳
児

の
園
児
全
員
が
元
気
よ
く
体
操
や
体
育
遊
び
を
す
る
姿
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

異
年
齢
児
で
行
う〝
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
〞で
は
、子
ど
も

た
ち
が〝
売
る
人
〞〝
買
う
人
〞に
な
り
、年
長
児
は
小
さ
い
子

の
手
を
引
い
て
お
買
い
物
。交
わ
す
会
話
も
優
し
さ
と
思
い

や
り
で「
ほ
っ
こ
り
」

　

参
加
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は「
体
育
活
動
は
自
園
で
も
取
り
組

み
た
い
」「『
今
か
ら
開
店
』『
あ
と
少
し
で
閉
店
』と
い
っ
た
言

葉
を
組
み
込
み
売
り
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
、子
ど
も
が
自

由
に
作
っ
た
も
の
が
パ
ン
屋
さ
ん
な
ど
に
並
び
工
夫
さ
れ
て
い

る
。参
考
に
な
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

毎朝の体育活動で脳内活性化毎朝の体育活動で脳内活性化

公開保育

「
地
域
の
共
生
社
会
構
築
を
」と
方
向
性
示
す

オールジ
ャパンケアコンテストオールジ
ャパンケアコンテスト

ダイバーシティ化ダイバーシティ化
が共通の認識が共通の認識

「人材確保」をメーンテーマに５法人合同研修会「人材確保」をメーンテーマに５法人合同研修会

（ 多 様 な 人 材 活 用 ）（ 多 様 な 人 材 活 用 ）


